
 

 

 

 

 

  国語の教科書に載っている「漢字の広場」を Chrome book を使った形で行いました。２時間

扱いで行い、１時間目は教科書を開きながら登場する言葉を確かめてノートに物語調の簡単な文

章を書きました。２時間目に Chrome book を活用し、事前にノートに自分で書いた文章を参考

にしながら、物語リレー形式で１つのお話になる文章をクラス全員で作りました。文字を入力する

ときは、「手書き入力」で行うよう指導しています。 

 行ってみてわかったことは、「第２学年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使う」

という活動を子供たちが楽しみながら取り組めていたことです。課題としては、ノートに書くよりも

時間がかかること、手書き入力で書いた文字がうまく反応しないことなどがありました。 
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